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1�Dermatologic Disorders

Iatrogenic Skin Disease�II�
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図1

27歳女性．手関節腱鞘炎に対し，徐放性ステロ

イド（トリアムシノロンアセトニド）1 V腱鞘 

内注射を受けた．関節の疼痛は軽減したが，そ

の直上に徐々に皮疹が出現し，注射後3カ月目 

に皮膚科受診．陥凹性の淡紅色萎縮局面を認め

る．

図2

34歳女性．花粉症に対し，1月に左上腕に徐放性ステ 

ロイド（トリアムシノロンアセトニド）注射を受けた．

5月中旬に同部位の陥凹，萎縮に気付いた．

図3

組織学的には脂肪細胞は正常と比較して小さく，一部

は変性している．泡沫細胞が認められるが，他の炎症

性細胞浸潤は見られない．無治療で2カ月後には陥凹

部の若干の縮小を認めた．
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図4

図5

70歳男性．5年ほど前から背部に皮疹が存在していた．初診時の問診では背部の

外傷歴，放射線照射歴はないとのことで，生検像で真皮から脂肪組織上層にお 

よぶ太い膠原線維の密な増生を認めたため（図5）限局性強皮症を疑ったが，後 

日，7年前と6カ月前に狭心症に対しPTCAを受けていたことが判明した．
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